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未来への扉 ８ 

校長 平野 雅仁 

 

みなさんは、梅原 猛先生という人を知っていますか？  

哲学者で、聖徳太子論や柿本人麻呂論で有名な人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、下の写真を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこのお寺の門であるかは、事前に示しました。 

ここで、重要なのは、人が通るところです。通常は、人が通るところは、奇数であるとされています。 

 

円覚寺・山門 平城京・朱雀門 

法隆寺・中門 東大寺・南大門 

聖徳太子・厩戸皇子 

飛鳥時代の皇族・政治家 

遣隋使、憲法十七条、冠

位十二階、推古天皇のも

と蘇我馬子と協力して、

中央集権国家をめざす。 

仏教を信仰する。 

柿本人麻呂 

飛鳥時代の歌人 

山部赤人とともに歌聖 

三十六歌仙の一人 

梅原先生は、高官であっ

た人麻呂が、流刑された

とする説を唱える。 



例えば、円覚寺・山門であれば、１戸です。朱雀門であれば、３戸です。東大寺・南大門も、３戸です。 

でも、法隆寺の中門は、人が通るところがいくつ（戸）あると思いますか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような門になっているのは、法隆寺が建立された理由にあると梅原 猛先生は、言っています。 

そして、今までの常識を覆すような仮説を立てました。 

中門の謎について、詳しくは、『隠された十字架 法隆寺論』新潮文庫を読んでみてください。 

ミステリー小説・謎解き本を読んでいるような面白さです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門は、柱の数、その間にできる開口の数によって分類すること

ができます。柱間が 1 つのものから大規模なものでは 5 つのも

のまであります。この柱間のことを間（けん）といいます。そ

の、間（けん）の間にできた開口のことを戸（こ）といいま

す。1 間であれば 1 戸が必ずできます。例えば、朱雀門や南大

門は 5 間の内中 3 戸が開口されているので 5 間 3 戸の門といい

ます。 ３戸の所が、人が通るところです。 
5 間３戸 

では、法隆寺の中門をよく見てください。仁王像が両脇に立っ

ていますが、人の通るところは、２戸、偶数になっています。 

建築としては、基本的に人が通るところは、奇数です。 

 
４間２戸 

『隠された十字架』は、「法隆寺は聖徳太子の怨霊鎮魂の寺

として建てられた」ということを熱く語っているのです。その

情熱がすごく、夢中になって自説を語るその姿勢が、読者をぐ

いぐい引き込んでいきます。恐るべき筆力です。中門の真ん中

の柱は、聖徳太子の怨霊が門の外に出られないように封印した

（出られなくした）柱であるという仮説です。公平に見れば法

隆寺関係者の方、専門の歴史学者の方からすると、この本は大

変困った本であったと思われます。内容がセンセーショナルで

あったので、大変注目されました。今では、聖徳太子が、難波

から飛鳥に行くまでの隋からの使者などをもてなす要衝の地・

斑鳩の里に外交的な意味を持って先に焼失した若草伽藍の寺と

法隆寺を建立したとする説もあります。法隆寺が、聖徳太子の

ゆかりのお寺であることは変わりません。発刊の１９７２年当

時は、私も非常に引き込まれて読んだ記憶があります。 

https://www.amazon.co.jp/dp/4103030011?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1


私が、梅原 猛先生を尊敬するのには、３つの理由があります。 

１つ目は、その情熱です。ご自身も何かが乗り移り、その情念が自分を突き動かすといっています。 

聖徳太子、柿本人麻呂、オオクニヌシ、世阿弥、法然や親鸞など、学問の始まりは、西田幾多郎哲学を批判

し、ニーチェやハイデガーといった西欧哲学でした。４０歳以降は、日本の古代史や文化に触れ、梅原史観、

梅原日本学を確立しました。「水底の歌－柿本人麻呂・流刑説」「神々の流竄－出雲の神々の鎮魂」「聖徳

太子－一族が皆殺しにあい、怨霊となった太子の霊を鎮める寺」等、様々な著作で怨霊鎮魂の精神史を追い

ました。そして、晩年は、人類哲学・循環の思想、草木国土悉皆成仏の思想を著わしました。遺稿は、『人

類の闇と光（仮題）』となりました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つ目に古代史、基層文化、仏教、スーパー歌舞伎、スーパー能など、ジャンルが幅広いこと。そし

て、学者にとどまることなく、ものつくり大学総長（初代）、京都市立芸術大学名誉教授（学長）、国際

日本文化研究センター名誉教授（初代所長）、東日本大震災復興構想会議特別顧問（名誉議長）、社団法

人日本ペンクラブ会長（第 13代）など歴任しました。 京都市名誉市民でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

私が最初に読んだ本は 最近に読んだ本は 

https://www.amazon.co.jp/dp/430941429X?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、３つ目には、哲学者として、人類哲学に回帰するところです。また、以前に唱えた自説でも、

間違っていたということが分かったならば、自説でも覆すといった過ちを認める姿勢です。それは、以前

『古事記』『日本書紀』については、大和王朝の正当性を主張するために藤原不比等＝稗田阿礼が改ざん

して作ったものと唱えていました。大和にいた先住民族を九州から来た天孫族が出雲に追いやった伝承と

解釈していました。そして、もともと日本海側にある巨大王朝（北陸・出雲・北九州）の存在は認めてい

ませんでした。しかし、晩年に出雲地方を汲まなく歩き、スサノオ、オオクニヌシを中心とする出雲王朝

の偉大さを目の当たりにして、「自説が間違いなら、生きているうちに正したい」と古代出雲王朝を認め

ました。そして、九州から来た天孫族・大和王朝が古代出雲王朝を滅ぼし、その鎮魂をするために出雲大

社に巨大本殿を建立したとする仮説を唱えました。このように私は、最後まで情熱を失わず、誠実に真理

を追究した梅原 猛先生に大変影響を受けました。( 自説を覆したのは、85歳の時でした。)  

 

 

 

 

 

 

 

https://www.amazon.co.jp/dp/4103030089?tag=booklogjp-item-22&linkCode=ogi&th=1&psc=1


最後に 3 年生に向けての問題です。 

つぎの写真の塔のうち「法隆寺の塔」は、どれでしょうか？  

また、塔の中で「一番重要なところ」は、どこでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ 

3 年生にとっては、中学校生活最後の年になります。 

友達のことや進路のこと、部活動のことや行事のこと等、いろいろと心配なことや不安なこともある

と思いますが、皆で力を合わせて乗り越えていきましょう。 

人生はただ向こうから与えられるものではない。自ら創ってゆくものである。自ら創ってゆくに

はやはり三つの段階が必要なのだ。ラクダの人生とライオンの人生と小児の人生。いいかえれば

忍耐の人生。勇気の人生。そして創造の人生である。 

（昨年２０１９年１月１２日に亡くなりました。享年９３歳。） 

 
梅原 猛先生の言葉 『学問のすすめ』集英社文庫 

 


